
新
年
度
予
算
案
は
総
額

６
１
４
７
億
２
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
４
年

連
続
の
増
で
す
。

日
本
共
産
党
と
し
て
予

算
要
望
を
行
い
、
一
定
反

映
さ
れ
た
主
な
項
目
な
ど

を
あ
げ
て
み
ま
す
。

○
子
ど
も
の
医
療
費
に
対

す
る
助
成

…
対
象
年
齢
拡
大
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
中
央
児
童
相
談
所
一
時

保
護
所
な
ど

…
改
築
の
た
め
の
費
用

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

○
私
立
高
校
へ
の
助
成

…
一
般
補
助
金
を
拡
充

(

公
立
高
校
を
基
礎
と

し
た
算
定
方
法
で
補
助

率
47
％
か
ら
48
・
５
％

へ
引
き
上
げ)

…
授
業
料
軽
減
の
た
め

の
助
成
は
今
年
度
同
様

を
維
持
し
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
型
支
援

…
継
続
と
新
規
を
含
め

予
算
拡
充
し
、
食
品
加

工
な
ど
対
象
を
拡
大
。

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

…
ほ
ぼ
今
年
度
と
同
様

の
内
容
を
維
持
。

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
関
す
る
住
民
負
担
軽

減
の
た
め
の
助
成

…
斎
藤
前
県
政
の
時
に

打
ち
切
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
新
年
度
復
活
し

ま
す
。

○
学
童
保
育
に
つ
い
て

…
要
望
が
強
か
っ
た
低

所
得
世
帯
に
対
す
る
利

用
料
金
助
成
が
予
算
化
。
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（１）

県
議
会
２
月
定
例
会
が
20
日
、
開
会
し
、
知
事
提
案

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
14
日
に
は

議
会
に
今
年
度
の
補
正
予
算
と
新
年
度
当
初
予
算
の
内

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2012年の県予算は

そ
の
他
、
県
独
自
に
新

雇
用
創
出
産
業
対
策
特
例

基
金
40
億
円
を
積
み
立
て
、

新
年
度
は
９
事
業
、
約
21

億
５
０
０
０
万
円
を
活
用

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
企
業
立

地
促
進
事
業
費
約
11
億
円
、

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

関
連
約
２
億
５
０
０
０
万

円
、
慶
応
大
学
先
端
生
命

科
学
研
究
所
支
援
等
約
３

億
６
０
０
０
万
円
な
ど
が

含
ま
れ
て
お
り
、
ど
れ
だ

け
産
業
振
興･

雇
用
創
出
に

つ
な
が
る
の
か
不
透
明
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

建
設
反
対
の
声
が
あ
り
、

党
も
中
止
を
求
め
て
き
た

最
上
小
国
川
ダ
ム
建
設
に

つ
い
て
は
、
新
年
度
約
５

億
７
２
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
の
た
め
の
調
査
や

補
償
費
、
取
り
付
け
道
路

の
工
事
な
ど
に
関
わ
る
費

用
と
し
て
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
県
民

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

要
望･

声
を
代
弁
し
、
実
現

の
た
め
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
課
題
や
問
題
点
に

つ
い
て
き
び
し
く
指
摘
し
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た
し

て
い
き
ま
す
。

県議会２月定例会開会

党
と
し
て
要
望
し
、
吉

村
知
事
も
「
卒
原
発
」
に

向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
導
入
推
進
を

積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

特
に
、
家
庭･

事
業
所

等
に
お
け
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
等
の
設
置
に
対
す
る
助

成(

国
補
助
に
上
乗
せ
し

て
３
万
円
／
kw)

３
億
７

０
０
万
円
や
、
市
町
村
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
対
す
る
助
成
15
億
１

０
０
０
万
円(

国
の
３
次

補
正
に
よ
る
交
付
金
活
用)

な
ど
、
地
域
経
済

活
性
化
や
雇
用
に

も
つ
な
が
る
も
の

と
注
目
さ
れ
ま
す
。

雇
用
対
策
と
し
て
は
、

「
や
ま
が
た
新
雇
用
安
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

産
業
振
興
を
図
り
な
が
ら

安
定
雇
用
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。

国
の
雇
用
創
出
に
関
わ

る
交
付
金
活
用
事
業
は
66

億
９
５
０
０
万
円
で
、
そ

の
う
ち
21
億
７
０
０
０
万

円
は
市
町
村
に
対
す
る
助

成
で
す
。

有
機
Ｅ
Ｌ
関
連
、
先
端
研
支
援
、

最
上
小
国
川
ダ
ム
関
連
な
ど
問
題
も

ま
た
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
民
間
施
設
の

耐
震
化
補
助
も
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

注
目
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

２
面

▽
豪
雪
対
策
を
県
に
要
請

▽
「
卒
原
発
」
講
演
会
に
参
加

予算特別委員会で
質問します

県議会定例会の会期は、

３月16日までです。

私･渡辺ゆり子は、

３月12日午前11時過
ぎから、予算特別委員会

で約70分間、質問に立つ

予定です。

?



共
産
党
山
形
県
委
員
会

豪
雪
対
策
本
部
と
し
て
要

請
し
、
太
田
俊
男
本
部
長

(
参
院
選
挙
区
候
補)

、
石

川
渉･

衆
院
山
形
１
区
候
補
、

県
内
市
町
議
員
ら
と
と
も

に
、
私
も
副
本
部
長
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

要
請
は
、
▽
除
排
雪
に

必
要
な
重
機
と
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
、
▽
災
害
救

助
法
の
適
用
、
▽
通
学
路

の
安
全
確
保
、
▽
農
道
の

除
排
雪
、
▽
福
祉
灯
油
の

実
施
―
な
ど
12
項
目
で
す
。

災
害
救
助
法
に
つ
い
て
、

新
潟
県
は
独
自
に
過
去
30

年
間
の
平
均
最
大
積
雪
深

の
１
・
２
倍
と
い
う
適
用

基
準
を
設
け(

国
基
準
は
１
・

３
倍)

、
市
町
村
に
雪
下
ろ

し
な
ど
の
費
用
の
一
部
を

県
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

「
山
形
県
で
も
災
害
救
助

法
の
適
用
基
準
を
定
め
る

こ
と
」
と
の
要
請
に
対
し
、

飯
野
正
博･

危
機
管
理
課
長

は
「
な
る
べ
く
早
く
基
準

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
雪
下
ろ
し
な
ど

で
亡
く
な
っ
た
方
へ
、
災

害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
こ

と
を
求
め
た
の
に
対
し
、

「
今
冬
は
災
害
救
助
法
適
用

が
３
県
と
な
っ
て
、
基
準

を
超
え
て
い
る
の
で
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

農
業
被
害
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
昨
年
実
施
し

た
雪
害
対
策
事
業
の
今
年

度
実
施
に
つ
い
て
「
検
討

中
」
と
し
、
特
別
交
付
税

に
つ
い
て
、
１
月
と
２
月

に
国
に
要
望
し
た
が
、
今

後
も
状
況
に
よ
っ
て
要
望

す
る
と
述
べ
ま
し
た
。
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災害救助法適用を
共産党豪雪対策本部が県に要請

（２）

13
日
、
豪
雪
対
策
を
吉
村
美
栄
子
知
事
に
要
請
し
、

災
害
救
助
法
適
用
を
求
め
ま
し
た
。

山
形
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
は
17
日
、
吉
村
知

事
に
対
し
、
国
保
資
格
証

明
書
を
発
行
し
な
い
こ
と

や
介
護
問
題
な
ど
、
社
会

保
障
の
充
実
を
求
め
る
要

請
書
を
提
出
し
、
私
も
同

席
し
ま
し
た
。

要
請
事
項
は
、
▽
国
民

健
康
保
険
に
つ
い
て
①
経

済
困
窮
者
に
資
格
証
明
書

を
発
行
し
な
い
よ
う
市
町

村
へ
の
指
導
を
強
化
、
②

市
町
村
国
保
へ
の
助
成
、

▽
看
護
師
確
保
に
つ
い
て
、

庄
内
地
区
に
看
護
師
養
成

施
設
を
設
置
、
▽
介
護
問

題
で
①
軽
度
者
を
介
護
保

険
か
ら
切
り
離
さ
な
い
、

②
施
設
サ
ー
ビ
ス
体
系
の

充
実
、
③
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
６

分
野
14
項
目
で
す
。

吉
村
知
事
は
、
「
介
護
職

員
定
着
の
た
め
、
新
年
度

予
算
で
新
人
介
護
職
員
の

夜
勤
研
修
支
援
に
助
成
の

方
向
で
あ
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

ま
た
、
看
護
師
対
策
に

つ
い
て
、
看
護
師
が
定
着

で
き
る
対
策
と
退
職
し
た

看
護
師
の
職
場
復
帰
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
強
め

る
と
答
え
ま
し
た
。

16
日
、
安
斎
育
郎
氏
に
よ

る
「
ど
う
す
る
日
本
の
原
発

政
策
―
正
し
く
知
ろ
う

放

射
能
汚
染
と
健
康
被
害
―
」

の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

安
斎
氏
は
、
放
射
能
汚
染
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
「
過
度
に
恐
れ
ず
、
事

態
を
侮
ら
ず
、
理
性
的
に
怖
が
る
」

を
強
調
し
て
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
当
初
、
事
故
当
事
者

に
『
隠
す
な
、
ウ
ソ
つ
く
な
、

故
意
に
過
小
評
価
す
る
な
』
と

指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
現
在
も
こ
れ

か
ら
も
大
事
な
点
。
み
ん
な
で
言
い

続
け
よ
う
」
の
話
に
は
、
多
く
の
参

加
者
が
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

感
動
し
た
の
は
、
そ
の
生
き
方
、

科
学
者
と
し
て
の
良
心
で
す
。
「
原

子
力
ム
ラ
」
に
入
る
こ
と
を
拒
否
し
、

研
究
者
と
し
て
差
別
さ
れ
弾
圧
さ
れ

た
中
で
も
、
断
固
と
し
て
原

発
反
対
を
貫
き
、
周
囲
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
存

在
で
す
。

「
原
発
問
題
は
政
治
や
経
済

と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
」
と
し
て
、

「
住
民
が
積
極
的
に
知
り
、
参
加
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
訴
え
は
、

参
加
者
の
胸
に
響
き
ま
し
た
。

県に要望する(左から)ゆり子県議、

太田参院候補、石川衆院１区候補

「
卒
原
発
」

広
め
る
講
演
会
に
参
加

「
な
る
べ
く
早
く
基
準
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

県当局

吉村知事(左端)への要望に同席

社
保
協
の
要
請
に
知
事
が
表
明

全
国
福
祉
保
育
労
働
組

合
山
形
地
方
本
部
は
８
日
、

保
育･

介
護
な
ど
福
祉
の

充
実
を
県
知
事
に
求
め
る

要
請
書(

７
部

門
、
23
項
目)

を
提
出
、
関
係

課
長
ら
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し

た
。
私
も
同
席

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
子
ど
も･

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
に

反
対
し
、
①
認
可
保
育
所

の
増
設
や
公
的
責
任
を
順

守
し
た
現
行
制
度
を
守
る
、

②
保
育
料
の
保
護
者
負
担

軽
減
の
た
め
地
方
の
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
拡
充
す

る
―
こ
と
を
国
に
は
た
ら

き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

福
祉
保
育
労
組
の
要
請
に
同
席

保
育･

介
護
制
度
充
実
を

ゆ
り
子

の
視
点




